
境南小 学校　第 6 学年

１　教科等名

２　単元名

自立 協働

時数

5

10

20

25

10

合計時数 70 時間

落語について知り、今
後の計画を立てる。

①落語の歴史・階級・８種類の落ち・道具について調べたり質問
を考えたりする。
②落語家と出会い、落語を見せてもらったり、質問に答えても
らったり、アドバイスをもらったりする。
③実際に落語を体験してみる。
④プロの落語を通して感じたことや思ったこと、これから取り組
んでみたいことについて意見を出し合い、今後のおおまかな計画
を立てる。

真打落語家
三遊亭 右左喜様

・ゲストティーチャーを必要な場面で講師として
招き、価値付けやアドバイスをしてもらったこと
で、最後まで意欲をもって活動に取り組む姿が見
られた。
・他者との関わりや表現活動を通して、自分から
すすんで他者と関わろうとする子どもが増えた。

・見通しをもって計画的に準備を進めることに
課題が見られた。
・活動場面が多い子どもと少ない子どもが出て
きてしまった。

・総合的な学習の時間の年間
カレンダー等を作成し活用し
たが、意識が向かない場面が
あったため、週や月ごとに授
業が何時間あるかを子どもと
共有する。
・演者以外での活躍の場を事
前に想定しておく。

６ 指導上の工夫（①課題設定→②情報収集→③整理・分析→④発信・実行のサイクルが実現する工夫や手だて等）

〇子どもとともに、学習計画を立てる。
〇ゲストティーチャーを定期的に招き、自分たちの課題を把握したり改善したりできるようにする。
〇課題別のグループで練習を行い、子ども同士で互いに見合ったり、助言し合ったりする中で上達できるようにする。

７ 単元の振り返り

成　果（児童・生徒の変容等） 課　題 改善策

学習のまとめをする。 ①これまでの学習活動を振り返る。
②境南フェスティバルで落語を披露する。
③師匠に落語を披露する。
④学んだことを伝える活動をする。

真打落語家
三遊亭 右左 様

落語を上達させる。 ①落語家から教えてもらった噺の中から、自分でやってみたい噺
を一つ決め、グループをつくる。
②録画した動画を見返したり、友達とアドバイスをし合ったりし
ながら実際にやってみる。
③グループの友達からもらったアドバイスを基に改善点を修正す
る。
④学級内で寄席を開き、良かった点や課題をみんなで共有する。
⑤近隣大学の落語研究会の方に落語の言い回しや振る舞いを教え
てもらう。
⑥課題を改善するために、グループごとに練習をする。

真打落語家 立川志の春様
東京経済大学落語研究会

寄席で境南町の人々を笑顔
にする。

①いつどこで誰を対象に寄席を開くか、そのために、必要なこと
は何かを考える。
②寄席を開くためにやるべきことや必要なものを調べてまとめた
り、役割分担をしたりする。
③校内や地域に自分たちの活動を紹介する。
④全校児童や地域の方を対象とした寄席を何度も開き、感想をも
らう。
⑤感想をもとに、落語をよりよいものにしていく。

市立境南コミュニティセン
ター
東京経済大学落語研究会
国際基督教大学落語研究会

４　単元の目標
○知識・技能
　の習得

境南タイムのテーマを
決める

①６年生の境南タイムで大切にしたいこと（条件）を考える。
②条件を基に、どんなことに取り組みたいか意見を出し合っ
   て話し合い、決定する。

５ 単元計画

ねらい 主な学習活動
関連教科

関連団体（連絡先等）

○学びに向か
　う力・人間
　性等の涵養

自分たちの活動は町の人と自分たちを笑顔でつなげる力があることを実感する。

境南小学校や町で繰り返し寄席をする活動を通して、面白さが伝わる語りの方法や簡単なしぐさを身
に付ける。

○思考力・判
　断力・表現
　力等の育成

多くの人を笑顔にするために必要なことを考えるとともに、落語家の方との関わりを通して、
上達するためのポイントを情報収集する。

武蔵野市民科指導計画・報告書 武蔵野市立

実施時期 通年

目標達成に向けた他者との協力

よりよい地域・社会づくりに向けた課題解決能力

総合的な学習の時間

落語で境南町を笑顔に！　～It’s 笑 time～

３（1）　武蔵野市民科で育成する主な資質・能力 ３（2）詳細項目 自己理解・自己管理


